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重要取組シート 

取組項目 スマートシティの推進 

現状・課題 

【現状】 

○スマートシティ重点エリアである泉北ニュータウン地域において、公民が連携し

たスマートシティの推進主体として「SENBOKU スマートシティコンソーシア

ム」を令和 4年 6月 27日に設立した。 

○令和 4年度は、コンソーシアムの 5つのワーキンググループで実装をめざした実

証プロジェクトや検討を進めた結果、住民のニーズの高いモビリティ分野におい

て「南海 AIオンデマンドバス」や「電動キックボードシェアリング」など、複数

のコアプロジェクトを実施した。 

○またスマートシティ実装の基盤となる都市 OSについては、令和 5年度にスター

トする大阪府の広域都市 OS・データ連携基盤「ORDEN」及び「大阪Myポータ

ル」を利用した「SakaI-D」の構築・運用をめざす。 

【課題】 

○コンソーシアムについては、既存プロジェクトのブラッシュアップや拡大、新た

なプロジェクトの創出を進めることが重要。また、実装に向けたビジネスモデル

の確立に向け、住民のニーズの把握やスマートシティサービスの使いやすい環境

構築、コンソーシアムの活動の認知向上を進める必要がある。 

○都市 OSについては、SakaI-Dの活用により、住民のニーズに合わせて必要な情

報をお届けすることや、必要な手続きの利便性を高めることなど、住民にとって

のメリットを感じるユースケースの創出が重要である。 

取 組 の 

内  容 

○コンソーシアムでの実証プロジェクトを推進する。具体的には「オンデマンド・

バス」「シェアリング・モビリティ」などのモビリティ分野や、「泉北アバタープ

ロジェクト」「ヘルスマート泉北」「スマホマイスター」などのヘルスケア・コミ

ュニティ分野、SakaI-Dと連携した「泉北ポータルアプリ」の検討などを進める。 

○まずはスムーズかつ効果的に SakaI-Dの活用や運用がスタートできるよう、大阪

府と緊密に連携し、「ORDEN」や「大阪Myポータル」の構築に携わる。 

あわせて、令和 5 年中に予定されている「ORDEN」や「大阪 My ポータル」の

運用開始に合わせて、市民にメリットを感じていただけるような子育て世代向け

や地域向けのユースケースを創出する。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ 庁内、大阪府、府内市町村との「ORDEN」や「大阪Myポータル」の 

システム要件、ユースケース案の検討（4月～） 

□ スマートシティプロジェクトの推進（通年） 

中期 

（～11月） 

□ SakaI-Dを活用したユースケースの構築（8月～） 

□ スマートシティプロジェクトの推進（通年） 

□ 「大阪Myポータル」「SakaI-D（ODREN）」の運用開始（10月～12月） 

後期 

（～3月） 

□ スマートシティプロジェクトの推進（通年） 

□ 「大阪Myポータル」「SakaI-D（ODREN）」の運用（12月～） 

  新たなユースケースの検討 

次年度 

以降 

□ スマートシティプロジェクトの推進 

□ 「大阪Myポータル」「SakaI-D（ODREN）」の運用 

  新たなユースケースの検討 

市長公室 政策企画部 先進事業担当 
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進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ 庁内、大阪府、府内市町村との「ORDEN」や「大阪Myポータル」の 

システム要件、ユースケース案の検討（4月～） 

□ スマートシティプロジェクトの推進（通年） 

中期 

（～11月） 

□ SakaI-Dを活用したユースケースの構築（8月～） 

□ スマートシティプロジェクトの推進（通年） 

後期 

（～3月） 
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本
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２
０
２
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該当する 

施策 
（1） 行政のデジタル化、スマートシティ推進による暮らしの質の向上 

寄与する 

KPI 
行政手続きのオンライン化率 

目標値（2025年度） 

100％ 

未
来
都
市
計
画 

堺 
市 
S 
D 
G 
s 

最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 住み続けられるまちづくりを 

（市民のQOLを高めるスマートシティの推進） 11 

寄与する 

KPI 
― 

目標値（2023年度） 

― 

 


